
広島大学では、ストレス医科学によるうつ予防や、脳科学による感性脳メカニズム
の解明など、ヒトの内面に着目した研究開発を進めております。

2018年10月には、医学・工学・教育学などの分野横断による研究者が結集した
「脳・こころ・感性科学（BMK）研究センター」を発足させ、従来は主観や直感など
あの曖昧な判断や評価が主であった感性・感情を、学術として客観的に捉えるととも
に、成果の社会実装に向けた取り組みを進めています。
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広島大学における脳科学・感性科学の取り組み

■センターの概要

センター長 山脇成人

広島大学 特任教授

ロゴマークは仮のものです。今後変更される場合があります。

そこで、感情を脳や臓器とそれらを繋ぐ神経などの協調機能の結果で生じるものととらえ、この感情シス
テムを解明することに特化した「国際アフェクトーム（感情）研究センター」を令和2年4月21日に設置い
たしました。

本センターは、この分野で世界をリードするため、ストレス医科学や脳科学の経験や知見を多く有する
脳・こころ・感性科学研究センターや、国内外の優れた研究者との本格的な連携協業によるグローバル研究
の中核拠点を目指します。また、出口戦略を見据えた産学連携を積極的に推し進め、研究成果を社会に貢献
させていきたいと考えています。

一方で、ヒトの感情が生じる仕組みについてはまだ解明されていない部分が多く、
世界中の科学者がこの未踏分野に取り組んでいます。近年の研究では、ヒトの感情の
発生メカニズムに脳と腸などによる臓器間ネットワークが関与していることがわかっ
てきました。つまり、「うつ」などの感情障害は、こころ（脳）とからだ（内臓）の
機能不全と考えられます。

これまでは、脳や腸を含む臓器などのある特定の領域を対象に研究が進められてい
たため、このような臓器間ネットワークに着目した取り組みはほとんど進められてお
らず、今後この分野が大きく注目されることは間違いありません。

現在、深刻な社会問題となっている「うつ」などの感情障害をはじめ、依存症やその他の慢性疾病の発生
メカニズムに対し、これまでにない新しいアプローチによるメカニズム解明につなげるとともに、その予防
や診断に革新をもたらしてまいります。

ネガティブから
ポジティブまでの
感性の脳科学研究拠点

感情システム解明のための
グローバル研究中核拠点
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脳・こころ・感性科学研究センター内（2020年5月1日段階）

TEL 082-257-1998

広島大学の各キャンパスへの詳細な地図については https://www.hiroshima-u.ac.jp/access をご参照ください

うつ病はこころ（脳）と身体（内臓）の機能不全による慢性疾患である。

■センターの実施体制（2020年5月1日現在）

学術・社会連携室 学術・社会連携部

学術・社会連携推進機構

機構長：学長

センター長：山脇成人
Director：Shigeto Yamawaki

運営支援チーム

事業支援チーム

国際共同研究

広島大学

国内連携機関

大学院先進理工系科学研究科
脳･こころ･感性科学研究センター
大学院医系科学研究科 ほか

神戸大学
東京大学
理化学研究所
帝京大学
京都府立大学
株式会社タニタヘルスリンク
リヴァノヴァ株式会社
グーグルクラウドジャパン合同会社
ほか

University College London
University of Sussex
Medical University of Vienna ほか

学術・社会連携室 知的財産部
オープンイノベーション機構

海外連携機関

■研究テーマ例

・ニューロイメージングを用いて神経回路に関する研究
・AI（機械学習）を用いて神経回路と分子をつなぐ研究

http://bmk.hiroshima-u.ac.jp/staff/iarc/（仮サイト）
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